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「 二学期末にあたり 」 

校 長   吉 田  修 
 

早いもので、１２月(師走)に入り今年が終わろうとしています。 

通常の教育活動に戻った令和 6 年も、コロナウィルスやインフルエンザに罹らないように健康に気を付ける時期に

なりましたが、その中でも生徒は“元気”“やる気”“根気”をもって物事に取り組んでくれています。 

また、府中三中の重点である「生徒と教師が人間として尊重し合える関係」「生徒が協働的な学習に取り組み、生

徒の個性と主体性を生かす」ことを目標に学校全体で努力してきました。 

現時点では生徒と教師の関係や良好で、生徒たちにも主体性が育まれ友達同士で協力しながら物事を成し遂げ

る力がついてきました。今後も継続し続けていければと思っています。生徒のみなさん、冬休みが明けたら、新たな

気持ちでさらに取り組んでください。 

３年生は、いよいよ受験勉強の追い込みの時期となります。健康に留意して、なんとしても目標を実現するために、

規則正しい生活の基に、体調管理を万全にし“元気”“やる気”“根気”をもって勉強に取り組んでください。すでに

管理職との面接練習も始まっています。どんなことを考え、どんな話をしてくれるか、楽しみに面接をしています。 

面接試験は、今まで生きてきた１５年間の積み重ねた成果が試される場です。その場だけ取り繕おうとしても、すぐ

に見破られます。しっかりと準備をして、自信をもって、自分のやってきたこと、これからやりたいことを伝えられるよう

にしてください。 

保護者の皆様には、ふれあい月間のいじめアンケート調査にご協力いただきありがとうございました。また、学校

評価アンケートでは、学校にたくさんの感謝と励ましの言葉とともに、疑問点等の貴重なご意見もいただき、ありが

とうございました。今後も、生徒のより良い学校生活に向けて、なお一層の教育活動の充実に努力してまいります。

また「夢の実現に向けて努力を続けられる生徒」の育成にも全力で努めてまいります。 

今年も残すところあと僅かとなり、保護者の皆様や地域の方々のご協力のおかげで無事一年を終えられそうで

す。心から感謝申し上げます。来年も、本校の教育活動へのご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 
  
第 35回伊藤園お～いお茶新俳句大賞 
    「佳 作」   2年 福島 里菜 
    「佳 作」   2年 大山 美樹 
    「佳 作」   2年 本田 碧咲 
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ホームページ http://www.fuchu03c.fuchu-tokyo.ed.jp/ 

校長 吉田 修 

〒183-0027 府中市本町 4-16 

☎ 042-361-9303 

三中生の活躍 （敬称略） 

昨年度の投稿句結果が
10月に発表されまし
た。応募総数 188万
9582句。 
令和 6年度の投句は 2
月締め切りです。 
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ハンドボール部 
「第 65回府中市民体育大会 秋季大会」 

     少年の部        

「優 勝」      府中第三中学校 A 
 
陸上競技部 

「第 77回東京都中学校駅伝競走大会」 

第 1区   「区間記録賞」    3年 山田 莉生   9分 35秒 
 

 「第 65回府中市民体育大会 秋季大会」 少年対抗 

中学 1年男子 1,500ｍ 「優 勝」 1年 吉野 和紀   4分 36秒 34 

             「第 3位」  1年 川村 アンディ 5分 23秒 81 

中学 1年男子 100ｍ 「第 2位」  1年 湯沢 直樹   12秒 80 

中学 1年男子走幅跳  「第 3位」 1年 村上 翔琉   3ｍ99 

中学 1・2年砲丸投   「優 勝」 2年 茂木 遼成   10ｍ35 

中学 2年男子 1,500ｍ 「第 2位」 2年 工藤 崇義   4分 45秒 65 

中学 2年走高跳  「第 3位」 2年 藤井 咲太朗  1ｍ45 

中学 1年女子 800ｍ 「優 勝」 1年 井上 心美   2分 54秒 18 

中学 2年女子 100ｍ 「優 勝」  2年 伊藤 朱優   13秒 78 

中学 2年女子 800ｍ 「第 2位」 2年 岸  真央   2分 42秒 24 

 

 

「前向きに行動してみようと思えたきっかけ」 

                                主幹教諭  長尾 隆太 

  

 私には人に誇れるものがない。人見知りが激しくコミュニケーションが苦手。趣味や特技と言えるも

のもなく、仕事以外で個人的に外出することもあまりない。面倒くさがりで、整理整頓が苦手である。

思いやりがなく、失敗も他人のせいにしがちである。…など、考えると、ダメなところしか挙がらない。 

 そんな私も、大学生になって、就職して働くことを具体的に考えなければならない時期を迎えた時、

「こんな自分ではいけない」と遅まきながら焦った。そして自分を変えようと色々とやってみた。しか

し、うまくいかない。諦めるのも早いから。そのため、割と早く、「仕方ない、自分を変えることはあ

きらめて、人に迷惑を掛けないように生きていこう」と思ってしまう。それがダメなことに気付くと、

「いやいや、もうちょっと頑張ってみよう」と自分を鼓舞してみるが、「考えるのが面倒くさいな」と

なり、「だからそれがダメなんだって」と気付き…の堂々巡りで、全く意味のある行動をしなかった。 

そんな無駄なことばかり考えて行動しなかった私が、とにかく行動してみようと前向きに考えられる

ようになったのは、アントニオ猪木さんの「馬鹿になれ」という詩を読んだことがきっかけだった。こ

の時期に初めてこの詩を知ったわけではなく、前から知っていたが、悪循環に陥っていたその時の私に

とっては、とても新鮮に感じられたし、元気が出るものだった。 

それ以降、考えすぎず、まず行動し、苦手なことを克服したり、得意を増やしたりしていこうと考え

られるようになった。それによって、自分が大きく成長したわけではないと思う。まだ、ダメなところ

ばかりだし、自分に自信はない。しかし、何事も「人のせい」ではなく、「自分の責任」と考えられる

程度に、前向きには生きられるようになったと思う。これからも忘れずにいたい。 

道 徳 の 窓
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